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仁愛大学学則 （案） 

第１章 総則 

(目的) 

第１条 本学は，教育基本法及び学校教育法に遵い，すべてのいのちのつながりの尊重

と相互敬愛の仏教精神を基本とし，豊かな人間性の涵養と専門の学芸の教授研究を通

して，社会の発展に貢献する有為な人材を育成することを目的とする。 

(自己評価等) 

第２条 本学は，教育研究水準の向上を図り，前条の目的及び社会的使命を達成するた

め，教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い，その結果を公表する。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は，別に定める。 

第２章 組織 

(学部，学科及び学生定員) 

第３条 本学において設置する学部，学科及びその学生定員は，次のとおりとする。 

学部名 学 科 名 入学定員 編入学定員 収容定員 

人間学部 

心理学科 95 名 ３年次２名 384 名 

コミュニケーション学科 75 名 ３年次２名 304 名 

人間生活学部 

健康栄養学科 75 名 ３年次２名 304 名 

子ども教育学科 70 名 280 名 

２ 本学に大学院を置く。 

３ 大学院に関し必要な事項は，別に定める。 

(学部等の教育研究上の目的) 

第３条の２ 学部等の教育研究上の目的は，次のとおりとする。 

学 部 等 教育研究上の目的 

人間学部 

心理学科 

コミュニケーション学科

人間学部は，人間及び人間関係に関し，多角的に

教授研究を行い，幅広い教養と専門知識を有する

有為な人材を育成することを目的とする。 

心理学科は，人間の心理や行動特性に関する教授

研究を通して，心理学の専門知識と相談・援助の

技術を有する人材を養成することを目的とする。 

コミュニケーション学科は，人間の相互理解と意

思伝達に関する教授研究を通して，コミュニケー

ション学の専門知識とコミュニケーションの技

術を有する人材を養成することを目的とする。
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人間生活学部 

 

 

 

健康栄養学科 

 

 

 

子ども教育学科 

人間生活学部は，現代の人間生活の諸課題に関

し，多角的に教授研究を行い，幅広い教養と専門

知識を有する有為な人材を育成することを目的

とする。 

 

健康栄養学科は，人間の食生活に関する教授研究

を通して，栄養学の専門知識と健康管理の技術を

有する人材を養成することを目的とする。 

 

子ども教育学科は，子どもの教育と保育に関する

教授研究を通して，教育学の専門知識と子育て支

援の技術を有する人材を養成することを目的と

する。 

 

(組織) 

第４条 本学における教育研究の向上と業務の円滑な遂行を図るため必要な組織を置く。 

２ 組織に関し必要な事項は，別に定める。 

第３章 教職員組織 

(教職員組織) 

第５条 本学に置かれる職員は，次のとおりとする。 

学長，学部長，研究科長，教育職員(教授，准教授，講師，助教，助手)，事務職

員，技術職員，その他の職員。 

２ 前項に規定するもののほか，学長を助け，命を受けて，校務をつかさどる副学長を

置くことができる。 

第４章 評議会及び教授会 

(評議会) 

第６条 本学に評議会を置く。 

(評議会の構成) 

第７条 評議会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 一 学長 

 二 副学長 

 三 学部長 

 四 研究科長 

 五 情報資源センター長 

 六 附属心理臨床センター長 

七 学生支援センター長 

八 キャリア支援センター長 

 九 入学・広報センター長 

 十 事務長 

十一 その他，学長が必要と認めた教職員 
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(評議会の審議事項) 

第８条 評議会は，次の事項について学長の諮問に応じ審議する。 

 一 教育及び学術研究に関する重要事項 

 二 学則，その他の重要な規則の制定，改廃に関する事項 

 三 予算の方針に関する事項 

 四 重要な機構及び施設の設置，廃止に関する事項 

 五 教員の人事の基準に関する事項 

 六 その他，学長が必要と認めた事項 

(評議会の運営) 

第９条 評議会は，学長が召集し，その議長となる。  

２ 評議会の運営に関しその他必要な事項は，別に定める。 

(教授会) 

第 10 条 本学の学部に教授会，研究科に研究科教授会を置く。 

２  研究科教授会に関し必要な事項は，別に定める。 

(教授会の構成) 

第11条 教授会は，学部長及び専任教授をもって組織する。 

２ 前項の規定にかかわらず，教授会が必要と認めたときは，准教授その他の教育職員

を加えることができる。 

(教授会の任務) 

第 12 条 教授会は，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるも

のとする。 

 一  学生の入学，卒業 

 二  学位の授与 

 三  前二号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，教授会の意見を聴

くことが必要なものとして学長が定めるもの 

２ 教授会は，前項に規定するもののほか，学長及び学部長（以下この項において「学長

等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し，及び学長等の求め

に応じ，意見を述べることができる。 

３ 第１項第三号の学長が定める事項については，別に定める学長裁定によるものとし，

教授会に周知するものとする。 

(教授会の運営) 

第13条 教授会は，学部長が召集し，その議長となる。 

２ 教授会の運営に関しその他必要な事項は，別に定める。 

第５章 修業年限及び在学年限 

(修業年限及び在学年限) 

第14条 本学の修業年限は，４年とする。 

２ 学生は，８年を超えて在学することはできない。ただし，第 23 条及び第 24 条の規

定により入学を許可された者及び第 27 条の規定により転学部又は転学科を許可され

た者については，第 32 条の規定により定められた在学すべき年数の２倍に相当する年

数を超えて在学することはできない。 



- 4 - 

第６章 学年，学期及び休業日 

(学年) 

第15条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 31 日に終わる。 

(学期) 

第16条 １年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，35 週にわたることを原

則とし，学年を次の２学期に分ける。 

前期 ４月１日から９月 30 日まで 

     後期 10月１日から翌年３月 31 日まで 

２ 前項の規定にかかわらず，学長が必要と認めたときは，前期の終了日及び後期の開

始日を変更することができる。 

(休業日) 

第17条 休業日は，次のとおりとする。 

    日曜日 

    国民の祝日に関する法律に規定する休日 

    春期休業 ３月10日から３月31日まで 

    夏期休業 ８月１日から９月20日まで 

    冬期休業  12月24日から１月10日まで 

２ 前項の規定にかかわらず，学長が必要と認めたときは，前項の休業日を変更し，又

は休業日に授業を行い，若しくは臨時に休業日を定めることができる。 

第７章 入学，退学及び休学等 

(入学の時期) 

第18条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，再入学及び転入学については，学期

の始めとすることができる。 

(入学資格) 

第19条 本学に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

一 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

二 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者 

三 外国において，学校教育における 12 年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者

で文部科学大臣の指定した者 

四 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教

育施設の当該課程を修了した者 

五 専修学校の高等課程(修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。)で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以後に修了した者 

六 文部科学大臣の指定した者 

七 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者

(旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。) 

八 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者で，18 歳に達した者 

 



- 5 - 

(入学の出願) 

第20条 本学に入学を志願する者は，検定料を添えて，本学所定の書類を提出しなけれ

ばならない。 

２ 前項の提出すべき書類及び提出の時期・方法等については，別に定める。 

(入学者の選考) 

第21条 学長は，前条の入学志願者について，別に定めるところにより選考を行い，教

授会の議を経て合格者を決定する。 

(入学手続き及び入学許可) 

第22条 合格者は，所定の期日までに，誓約書及び身元保証書を提出するとともに，所

定の入学料を納付しなければならない。 

２ 所定の期日までに，前項の入学手続きを完了しない者は，合格を取消すことができ

る。 

３ 学長は，第１項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

(編入学) 

第23条 学長は，次の各号の一に該当する者で，本学に編入学を志願する者には，第３

条第１項の編入学定員の規定により，選考の上，教授会の議を経て３年次に入学を許

可する。 

  一 大学を卒業した者又は大学に２年以上在学し 62 単位以上修得して退学した者 

  二 短期大学，高等専門学校，国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業し

た者 

  三 学校教育法施行規則附則第７条に定める従前の規定による高等学校，専門学校又

は教員養成諸学校等の課程を修了し，又は卒業した者 

四 専修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した

者(ただし，学校教育法第 90 条に規定する大学入学資格を有する者に限る) 

２ 前項に規定するもののほか，編入学に関し必要な事項は別に定める。 

(再入学及び転入学) 

第24条 学長は，本学に再入学又は転入学を志願する者があるときは，教育上支障のな

い場合に限り，選考の上，教授会の議を経て相当年次に入学を許可することができる。 

２ 再入学及び転入学に関し必要な事項は，別に定める。 

(退学) 

第25条 学長は，やむを得ない事情により退学しようとする者があるときは，本人の願

出により，教授会の議を経て退学を許可することができる。 

(転学) 

第26条 学長は，他の学校に転学しようとする者があるときは，本人の願出により，教

授会の議を経て転学を許可することができる。 

(転学部及び転学科) 

第27条 学長は，他の学部への転学部又は同一学部の他の学科への転学科を志願する者

があるときは，教育上支障のない場合に限り，選考の上，教授会の議を経て転学部又は

転学科を許可することができる。 
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(留学) 

第28条 学長は，外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者があるときは，

本人の願出により，教授会の議を経て留学を許可することができる。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は，第 14 条第２項に定める在学年限及び第 42 条

に定める在学期間に算入する。 

(休学) 

第29条 学長は，疾病その他やむを得ない事情により３ケ月以上修学することのできな

い者があるときは，本人の願出により，教授会の議を経て休学を許可することができ

る。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については，学長は教授会の

議を経て休学を命ずることができる。 

３ 休学の期間は，１年以内とする。ただし，特別の事情がある場合は，１年を限度とし

て休学期間の延長を認めることができる。 

４ 休学期間は，通算して４年を超えることができない。 

５ 休学期間は，第 14 条第２項に定める在学年限及び第 42 条に定める在学期間に算入

しない。 

(復学) 

第30条 学長は，休学期間中にその理由が消滅したときは，本人の願出により，教授会

の議を経て復学を許可することができる。 

(除籍) 

第31条 次の各号の一に該当する者は，教授会の議を経て学長が除籍する。      

 一 第 14 条第２項に定める在学年限を超えた者 

 二 第 29 条第３項に定める休学期間を超えてなお復学できない者 

 三 授業料等の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 

 四 長期間にわたり行方不明の者 

(編入学等の場合の取扱) 

第32条 第 23 条又は第 24 条の規定により入学を許可された者及び第 27 条の規定により

転学部又は転学科を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取扱い並びに

在学すべき年数については，教授会の議を経て学長が決定する。  

第８章 教育課程及び履修方法等 

(授業科目) 

第33条 本学において開設する授業科目の種類及び単位数等は，別表１のとおりとする。 

(免許・資格等に関する授業科目) 

第34条 前条に定めるもののほか，免許・資格等に関する授業科目を置くことができる。 

２ 前項の授業科目の種類及び単位数等は，別表２のとおりとする。 

(単位の計算方法及び授業の方法) 

第35条  各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果及び授

業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

 一 講義及び演習については，15 時間から 30 時間までの授業をもって１単位とする。 
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 二 実験，実習及び実技については，30 時間から 45 時間までの授業をもって１単位と

する。 

２  前項の規定にかかわらず，教育上特に必要と学長が認める場合には，単位の計算を

変更することができる。 

３ 第１項の規定にかかわらず，卒業研究等の授業科目については，これらの学修の成

果を評価して単位を与えることが適切と認められる場合には，これらに必要な学修等

を考慮して，単位数を定めることができる。 

４ 文部科学大臣が別に定めるところにより,第１項の授業を,多様なメディアを高度に 

利用して,当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

５ 第１項の授業を,外国において履修させることができる。前項の規定により,多様な 

メディアを高度に利用して,当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につ 

いても,同様とする。 

(履修する授業科目の届出) 

第36条  学生は，その年度又は学期に履修する授業科目を所定の期限までに，学長に届

け出なければならない。 

２ 前項の履修する授業科目の届出には，年度又は学期ごとに単位数の上限を定めるこ

とができる。 

(単位の授与) 

第37条 授業科目を履修し，その試験に合格した者には，所定の単位を与える。ただし，

授業科目の種類によっては，その学修の成果を評価して単位を与えることができる。 

(成績の評価) 

第38条 成績の評価は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅをもって表わし，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃを合格とす

る。 

(他の大学又は短期大学における授業科目の履修等) 

第39条 本学は，教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学との協議に基づき，

学生が当該大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を 60単

位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことが

できる。 

２ 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

３ 認定手続等については，別に定める。 

(大学又は短期大学以外の教育施設等における学修) 

第40条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の

専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目

の履修とみなし単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は，前条第１項及び第２項により修得したも

のとみなす単位数を合わせて 60 単位を超えないものとする。 

３ 認定手続等については，別に定める。 

(入学前の既修得単位の認定) 

第41条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が入学する前に大学又は短期大学に

おいて履修した授業科目について修得した単位を，入学後の本学における授業科目の
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履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が入学する前に行った前条第１項に規定

する学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数は，編入学及

び転入学の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第 39 条第

１項及び第２項並びに前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と

合わせて 60 単位を超えないものとする。 

４ 認定手続等については，別に定める。   

(原級留置) 

第41条の２  学長は，各年次終了時における修得した授業科目数，又は単位数が不十分

で，上級年次の履修に支障があると認められる者については，教授会の議を経て上級

年次への進級を認めず原級に留め置くことができる。 

第９章 卒業等 

(卒業) 

第42条 本学に４年(第 23 条又は第 24 条の規定により入学を許可された者及び第 27 条

の規定により転学科を許可された者にあっては第 32 条の規定により定められた在学

すべき年数)以上在学し，別表１に定める卒業要件の単位数を修得した者については，

教授会の議を経て，学長が卒業を認定する。 

(卒業の時期) 

第43条 卒業の時期は，学年又は学期の終わりとする。 

(学位) 

第 44 条 学長は，第 42 条の規定により卒業が認定された者に，教授会の議を経て次の

区分による学士の学位を授与する。 

学 部 学   科 学位の種類(専攻分野の名称) 

人間学部 
心理学科 学士(心理学) 

コミュニケーション学科 学士(コミュニケーション学) 

人間生活学部 
健康栄養学科 学士(栄養学) 

子ども教育学科 学士(教育学) 

２ 学位に関し必要な事項は，別に定める。 

(教育職員免許状) 

第44条の２ 教育職員の免許状を受ける資格を取得しようとする者は，教育職員免許法

及び教育職員免許法施行規則に定める所定の単位を修得しなければならない。 
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２ 本学において取得できる教育職員の免許状の種類及び免許教科は次のとおりとする。 

学 部 学   科 免許状の種類及び免許教科 

人間学部 コミュニケーション学科 
高等学校教諭一種免許状(英語) 

中学校教諭一種免許状(英語) 

人間生活学部 

健康栄養学科 栄養教諭一種免許状 

子ども教育学科 
小学校教諭一種免許状 

幼稚園教諭一種免許状 

３  栄養教諭一種免許状を受ける資格を取得しようとする者は，第１項に定めるものの

ほか，栄養士法，栄養士法施行令，栄養士法施行規則及び管理栄養士学校指定規則に定

める所定の単位を修得しなければならない。 

(栄養士免許証及び管理栄養士国家試験受験資格) 

第44条の３ 栄養士免許証を取得しようとする者は，栄養士法，栄養士法施行令及び栄養

士法施行規則に定める所定の単位を修得し，卒業しなければならない。 

２ 管理栄養士国家試験受験資格を取得しようとする者は，前項に定めるもののほか，管

理栄養士学校指定規則に定める所定の単位を修得し，卒業しなければならない。 

(保育士資格) 

第44条の４ 保育士資格を取得しようとする者は，児童福祉法施行令及び児童福祉法施

行規則に定める所定の単位を修得し，卒業しなければならない。 

第10章 検定料，入学料，授業料等及びその他の費用 

(検定料等の金額) 

第45条 本学の検定料，入学料，授業料等の金額は，別表３のとおりとする。 

(授業料等の納入期) 

第46条 授業料等は，前期・後期の２期に分けて，４月及び 10 月の所定の期日までに納

入しなければならない。ただし，特別の事情があると認められる者については，延納を

認めることができる。  

(退学及び停学の場合の授業料等) 

第47条 学期の中途で退学し，又は除籍された者の当該期分の授業料等は，徴収する。 

２ 停学期間中の授業料等は，徴収する。 

(留学の場合の授業料等) 

第48条 学期の全期間にわたり，留学を許可された者については，その学期の授業料等

を免除する。 

２ 学期の中途において，留学し又は留学を終えた者は，その学期の授業料等を全額納

付しなければならない。 

(休学及び復学の場合の授業料等) 

第49条 学期の全期間にわたり，休学を許可され又は命じられた者については，その学

期の授業料等を免除する。 

２ 学期の中途において，休学又は復学した者は，その学期の授業料等を全額納付しな
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ければならない。 

(その他の費用) 

第50条 実験・実習費その他必要な費用(以下「その他の費用」という。)は，別にこれを

徴収する。 

２ 学期の全期間にわたり，休学を許可され又は命じられた者及び留学を許可された者

については，その学期の前項の費用を免除する。 

３ 学期の中途において，退学し，又は除籍された者，留学し又は留学を終えた者及び

休学又は復学した者は，その学期の第１項の費用を全額納付しなければならない。 

(納付した授業料等) 

第51条 納付した検定料，入学料，授業料等及びその他の費用は，原則として返付しな

い。 

第11章 科目等履修生，特別聴講学生，研究生及び外国人留学生 

(科目等履修生) 

第52条 学長は，本学において授業科目の履修を希望する者があるときは，本学の教育

に支障のない限りにおいて選考の上，教授会の議を経て科目等履修生として入学を許

可することができる。 

２ 科目等履修生には，単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生に関し必要な事項は，別に定める。 

(特別聴講学生) 

第53条 学長は，他の大学又は短期大学に在学している者で，本学において授業科目を

履修しようとする者があるときは，教授会の議を経て，当該大学又は短期大学との協

議に基づき，特別聴講学生として入学を許可することができる。 

２ 特別聴講学生には，単位を与えることができる。 

３  特別聴講学生に関し必要な事項は，別に定める。 

(研究生) 

第54条 学長は，本学において特別の事項について研究しようとする者があるときは，

本学の教育に支障のない限りにおいて選考の上，教授会の議を経て研究生として入学

を許可することができる。 

２ 研究生に関し必要な事項は，別に定める。 

(外国人留学生) 

第55条  学長は，外国人で，大学等において教育を受ける目的をもって入国し，本学に

入学を志願する者があるときは，選考の上，教授会の議を経て外国人留学生として入

学を許可することができる。 

２ 外国人留学生に関し必要な事項は，別に定める。 

第12章 賞罰 

(表彰) 

第56条 学生として表彰に値する行為があった者は，教授会の議を経て学長が表彰する。 

(懲戒) 

第57条 本学の規則に違反し，又は学生としての本分に反する行為をした者は，教授会

の議を経て学長が懲戒する。 
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２ 前項の懲戒の種類は，訓告，停学及び退学とする。 

３ 懲戒処分の手続きに関し必要な事項は，別に定める。 

第13章 厚生保健 

(健康管理) 

第58条 学生は，定期に行う健康診断を受けるほか，随時健康診断を受けて，疾病の予

防と健康の増進につとめなければならない。 

２ 厚生並びに保健に関する施設及びその利用方法については，別に定める。 

第14章 公開講座 

(公開講座) 

第59条 学長は，学生の修学を妨げない場合に限り，適当な時期に公開講座を設けるこ

とができる。 

第 15 章  雑則 

（学則の改正） 

第 60 条  この学則の改正は，評議会の議を経て，理事会において行う。 

 

附 則   

１ この学則は，平成 13 年４月１日から施行する。 

２ 平成 13 年度から平成 15 年度における収容定員は，第３条の規定にかかわらず，次

のとおりとする。 

学部 学科 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

人間学部 
心理学科 95 名 190 名 295 名 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 95 名 190 名 295 名 

   附 則 

この学則は，平成 15 年 10 月 30 日から施行する。 

  附 則 

この学則は，平成 16 年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は，平成 17 年４月１日から施行する。ただし，平成 16 年度以前の入学者に

ついては従前のとおりとする。 

  附 則 

この学則は，平成 18 年４月１日から施行する。ただし，平成 17 年度以前の入学者に

係る別表第１の適用については，従前のとおりとする。 

   附 則 

この学則は，平成 19 年４月１日から施行する。ただし，平成 19 年度以前の入学者に

係る別表第１の適用については，従前のとおりとする。 

   附 則 

この学則は，平成 20 年４月１日から施行する。ただし，平成 20 年度以前の入学者に

係る別表第１及び別表第２の適用については，従前のとおりとする。 

  附 則 
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１ この学則は，平成 21 年４月 1 日から施行する。ただし，平成 20 年度以前の入学者

に係る別表第１及び別表第２の適用については，従前のとおりとする。 

２ 平成 21 年度から平成 23 年度までにおける人間生活学部の収容定員は，第３条第１

項の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

人間生活学部 
健康栄養学科 75 名 150 名 230 名 

子ども教育学科 45 名 90 名 140 名 

   附 則 

この学則は，平成 22 年４月１日から施行する。ただし， 平成 21 年度以前の入学者に

係る別表第１及び別表第２の適用については，なお従前のとおりとする。 

附 則 

 この学則は，平成 23 年４月１日から施行する。ただし， 平成 22 年度以前の入学者に

係る別表１の適用については，なお従前のとおりとする。 

   附 則 

 この学則は，平成 24 年４月１日から施行する。ただし，平成 23 年度以前の入学者に

係る別表１の適用については，なお従前のとおりとする。 

   附 則 

 この学則は，平成 25 年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は，平成 26 年４月１日から施行する。 

２ 第３条第１項の編入学定員の規定は，平成 26 年度から適用する。 

３ 平成 26 年度における人間学部コミュニケーション学科の収容定員は，第３条第１項

の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 平成 26 年度 

人間学部 コミュニケーション学科 395 名 

４ 平成 26 年度から平成 28 年度までにおける人間生活学部子ども教育学科の収容定員

は，第３条第１項の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

人間生活学部 子ども教育学科 190 名 190 名 195 名 

附 則 

この学則は，平成 27 年４月１日から施行する。ただし，平成 26 年度以前の入学者に

係る別表 1 及び別表３の適用については，なお従前のとおりとする。 

附 則 

１ この学則は，平成 28 年４月１日から施行する。ただし，平成 27 年度以前の入学者

に係る別表第１及び別表第２の適用については，従前のとおりとする。 

２ 平成 28 年度から平成 30 年度までにおける人間学部コミュニケーション学科の収容

定員は，第３条第１項の規程にかかわらず，次のとおりとする。 
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学部 学科 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

人間学部 コミュニケーション学科 370 名 350 名 330 名 

３ 平成 28 年度から平成 30 年度までにおける人間生活学部子ども教育学科の収容定員

は，第３条第１項の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

人間生活学部 子ども教育学科 215 名 240 名 260 名 

附 則 

１ この学則は，平成 28 年４月１日から施行する。ただし，平成 27 年度以前の入学者

に係る別表第１及び別表第２の適用については，なお従前のとおりとする。 

２ 前項の規定に関わらず，別表１の１人間学部の卒業要件の単位数(注２)(３)の定め

については平成 27 年度の入学生から適用する。 

附 則 

１ この学則は，平成 28 年 9 月 1 日から施行する。第 35 条第４項及び第５項の規定に

ついては，平成 27 年度入学生から適用する。 

附 則 

１ この学則は，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。ただし， 平成 29 年度以前の入学者

に係る別表１及び別表２の適用については従前のとおりとする。 

附 則  

１ この学則は，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。ただし， 平成 30 年度以前の入学者

に係る別表１及び別表２の適用ついては従前のとおりとする。 

   附 則 

１ この学則は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 第３条第１項の編入学定員の規定は，令和２年度から適用する。 

３ 令和２年度における人間学部心理学科の収容定員は，第３条第１項の規定にかかわ

らず，次のとおりとする。 

学部 学科 令和２年度 

人間学部 心理学科 392 名 

４ 令和２年度における人間学部コミュニケーション学科の収容定員は，第３条第１項

の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 令和２年度 

人間学部 コミュニケーション学科 307 名 

５ 令和２年度における人間生活学部健康栄養学科の収容定員は，第３条第１項の規定

にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 令和２年度 

人間生活学部 健康栄養学科 307 名 



別表１（第３３条及び第４２条関係）

1　人間学部

（１）心理学科科目

必修 選択

仏教の人間観 2

人間と宗教 2

仏教の思想 2

必修を含め２単位以上

哲学の世界観 2

生命の倫理 2

人権と法 2

日本国憲法 2

人間の教育 2

文学の世界 2

芸術の世界 2

歴史と地域文化 2

６単位以上

人間と環境Ａ 2

人間と環境Ｂ 2

人間と環境Ｃ 2

ふくい総合学 2

スポーツと健康 2

スポーツＡ 1

スポーツＢ 1

スポーツＣ 1

４単位以上

英語Ⅰａ 1

英語Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ 1

英語Ⅱｂ 1

英語Ⅲａ 1

英語Ⅲｂ 1

フランス語Ⅰａ 1

フランス語Ⅰｂ 1

フランス語Ⅱａ 1

フランス語Ⅱｂ 1

ドイツ語Ⅰａ　 1

ドイツ語Ⅰｂ 1

ドイツ語Ⅱａ 1

ドイツ語Ⅱｂ 1

中国語Ⅰａ 1

中国語Ⅰｂ 1

中国語Ⅱａ 1

中国語Ⅱｂ 1

海外語学研修 4

必修を含め４単位以上

情報リテラシーａ 2

情報リテラシーｂ 2

情報活用ａ 2

情報活用ｂ 2

情報処理演習ａ 2

情報処理演習ｂ 2

４単位以上

基礎演習 2

日本語文章表現 1

キャリアデザインⅠ 2

キャリアデザインⅡ 2

フィールドワーク演習(インターンシップ) 2

フィールドワーク演習(ボランティア) 2

フィールドワーク演習(国際交流) 2

必修を含め３単位以上

情
報
科
目

修
学
基
礎
･
キ
ャ
リ
ア

形
成
科
目

単位数
授  業  科  目  名

学
　
　
　
　
部
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

区 分 備        考

全
学
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通

科
目

人
間
学
関
連
科
目

環
境
・
健
康
科
目

外
国
語
科
目

同時限開
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必修 選択

単位数
授  業  科  目  名区 分 備        考

同時限開心理学概論Ⅰ 2

心理学概論Ⅱ 2

心理学研究法Ⅰ 2

心理学研究法Ⅱ 2

心理学統計法Ⅰ 2

心理学統計法Ⅱ 2

心理学実験 2

心理測定実習 2

心理的アセスメント 2

心理検査演習 2

心理面接演習 2

心理調査法 2

臨床心理学概論Ⅰ 2

臨床心理学概論Ⅱ 2

感情・人格心理学 2

健康・医療心理学 2

司法・犯罪心理学 2

精神分析学 2

６単位以上

発達心理学Ⅰ 2

発達心理学Ⅱ 2

学習・言語心理学 2

知覚・認知心理学 2

神経・生理心理学 2

教育・学校心理学 2

６単位以上

社会・集団・家族心理学Ⅰ 2

社会・集団・家族心理学Ⅱ 2

産業･組織心理学Ⅰ 2

産業･組織心理学Ⅱ 2

交通心理学 2

スポーツ心理学 2

６単位以上

心理学特別講義 2

心
理
学
基
礎

Ａ
　
類

Ｂ
　
類

心
理
学
専
門

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

Ａ･Ｂ･Ｃ類からそれぞれ６単位以上，かつ，
心理学専門において，必修を含め30単位以上

Ｃ
類

Ｄ
類

同時
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必修 選択

単位数
授  業  科  目  名区 分 備        考

同時限開臨床心理学演習 2

心理学的支援法 2

精神疾患とその治療Ⅰ 2

精神疾患とその治療Ⅱ 2

学校臨床心理学 2

深層心理学 2

生理心理学実習 2

行動解析実習 2

人体の構造と機能及び疾病 2

比較心理学 2

障害者・障害児心理学 2

福祉心理学 2

社会心理学演習 2

多変量解析演習 2

消費者心理学 2

産業カウンセリング 2

社会福祉概論 2

関係行政論 2

心理学特別演習Ⅰ 4

心理学特別演習Ⅱ 4

卒業研究 6 14単位

　単　位　数　合　計 33 161

  卒業要件の単位数

(注１) 備考欄に示す各科目区分ごとの所定の単位数をそれぞれ修得しなければならない。

(注２) 学科専門科目92単位のうち16単位については自由選択科目として，以下の科目の履修による単位のいずれかで

      置き換えることができる。　    

　(1) 学部共通科目（32単位を超えて修得した単位）

　(2) コミュニケーション学科専門科目のうち以下の科目

  (3) 福井県内大学等単位互換制度協定校が開講する科目のうち，人間学部教授会が認める科目

臨
床
系

専
　
門
　
科
　
目

産
業
・
社
会
系

応
　
用
　
科
　
目

卒
業
演
習

特
別
演
習
･

行
動
･
支
援
系

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論、異文化理解ａ、言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論、情報社会論、情報メディア、ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠa、ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
b、企画開発基礎演習、企画開発論Ⅰ、ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化論、ﾋﾞｼﾞﾈｽ能力論、ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究、地域研究概論、社会学入
門、情報ｼｽﾃﾑ論、社会言語学、日本文化論、英文講読a、英文講読b、TOEIC英語Ⅰ、TOEIC英語Ⅱ、ﾒﾃﾞｨｱ英語、情報･社会
調査基礎、現代社会研究

合　計　　124単位以上

学部共通科目　　32単位以上

学科専門科目　　92単位以上

臨床系又は行動･支援系若しくは産業･社会系
のいずれかの系から８単位以上，かつ，前述
の３系から16単位以上

学外

同時学外
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（２）コミュニケーション学科科目

必修 選択

仏教の人間観 2

人間と宗教 2

仏教の思想 2

哲学の世界観 2

生命の倫理 2

人権と法 2

日本国憲法 2

人間の教育 2

文学の世界 2

芸術の世界 2

歴史と地域文化 2

６単位以上

人間と環境Ａ 2

人間と環境Ｂ 2

人間と環境Ｃ 2

ふくい総合学 2

スポーツと健康 2

スポーツＡ 1

スポーツＢ 1

スポーツＣ 1

４単位以上

英語Ⅰａ 1

英語Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ 1

英語Ⅱｂ 1

英語Ⅲａ 1

英語Ⅲｂ 1

フランス語Ⅰａ 1

フランス語Ⅰｂ 1

フランス語Ⅱａ 1

フランス語Ⅱｂ 1

ドイツ語Ⅰａ　 1

ドイツ語Ⅰｂ 1

ドイツ語Ⅱａ 1

ドイツ語Ⅱｂ 1

中国語Ⅰａ 1

中国語Ⅰｂ 1

中国語Ⅱａ 1

中国語Ⅱｂ 1

海外語学研修 4

情報リテラシーａ 2

情報リテラシーｂ 2

情報活用ａ 2

情報活用ｂ 2

情報処理演習ａ 2

情報処理演習ｂ 2

４単位以上

基礎演習 2

日本語文章表現 1

キャリア・デザインⅠ 2

キャリア・デザインⅡ 2

フィールドワーク演習(インターンシップ) 2

フィールドワーク演習(ボランティア) 2

フィールドワーク演習(国際交流) 2

環
境
・
健
康
科
目

外
国
語
科
目

必修を含め４単位以上

情
報
科
目

修
学
基
礎
･
キ
ャ
リ
形

成
科
目

必修を含め３単位以上

区 分 授  業  科  目  名
単位数

備        考

学
　
　
　
　
部
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

全
学
共
通

科
目

必修を含め２単位以上

人
間
学
関
連
科
目
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必修 選択
区 分 授  業  科  目  名

単位数
備        考

2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論 2

異文化理解ａ 2

日本語概論 2

日本の言語文化ａ 2

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 2

情報社会論 2

公共政策 2

必修を含め１２単位以上

日本語口頭表現 2

情報ﾒﾃﾞｨｱ 2

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ 2

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法 2

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠa 2

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠb 2

必修を含め８単位以上

企画開発基礎演習 2

企画開発論Ⅰ 2 　

ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化論 2

ﾋﾞｼﾞﾈｽ能力論 2

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究 2

地域研究概論 2

社会学入門 2

共生社会論 2

地域経済論 2

情報ｼｽﾃﾑ論 2

社会言語学 2

日本の言語文化ｂ 2

日本文化論 2

異文化理解ｂ 2

英語学Ⅰ 2

英語学Ⅱ 2

英語音声学 2

英文講読ａ 2

英文講読ｂ 2

英米文化論 2

企画開発論Ⅱ 2

企画開発演習Ⅰ 2

企画開発演習Ⅱ 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技法Ⅰ 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技法Ⅱ 2

ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ技法 2

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 2

ﾒﾃﾞｨｱ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ 2

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習 2

ﾃﾞｻﾞｲﾝ実務演習 2

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎 2

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 2

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ研究 2

２２単位以上

応
 
 
用
 
 
科
 
 
目

企
画
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

基
　
幹
　
科
　
目

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
基
礎

Ａ
群

(

理
論
的
知
識

)

Ｂ
群
（

ス
キ
ル
）

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
専
門
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必修 選択
区 分 授  業  科  目  名

単位数
備        考

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡａ 2

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡｂ 2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝａ 2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｂ 2

TOEIC英語Ⅰ 2

TOEIC英語Ⅱ 2

ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語ａ 2

ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語ｂ 2

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2

ﾒﾃﾞｨｱ英語 2

英作文演習 2

英語文章表現法 2

英語学研究 2

英語文学研究 2

家族社会学 2

社会調査法 2

情報･社会調査基礎 2

現代社会研究 2

社会調査方法論 2

統計学 2

ﾃﾞｰﾀ解析法ａ 2

ﾃﾞｰﾀ解析法ｂ 2

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2

情報･社会調査演習ａ 2

情報･社会調査演習ｂ 2

企業と情報 2

観光社会学 2

現代文化研究 2

コミュニケーション特別演習Ⅰａ 2

コミュニケーション特別演習Ⅰｂ 2

コミュニケーション特別演習Ⅱａ 2

コミュニケーション特別演習Ⅱｂ 2

卒業研究 6 14単位

　単 位 数 合 計 35 213

卒業要件の単位数

学部共通科目　　32単位以上

学科専門科目　　92単位以上

合　計　　124単位以上

 (1) 学部共通科目（32単位を超えて修得した単位）

 (2) 心理学科専門科目のうち以下の科目

心理学概論Ⅰ，心理学概論Ⅱ，心理学研究法Ⅰ，心理学

研究法Ⅱ，生理心理学，心理学各論ＣⅠ，心理学各論ＣⅡ，

生涯発達心理学Ⅰ，生涯発達心理学Ⅱ，生涯発達心理学各

(3) 福井県内大学等単位互換制度協定校が開講する科目のうち，人間学部教授会が認める科目

(注２) 学科専門科目92単位のうち16単位については自由選択科目として，以下の科目の履修による単位のいずれか
　　　で置き換えることができる。

心理学概論Ⅰ、心理学概論Ⅱ、臨床心理学概論Ⅰ、臨床心理学概論Ⅱ、健康・医療心理学、感情・人格心理学、発達心理
学Ⅰ、発達心理学Ⅱ、学習・言語心理学、知覚・認知心理学、神経・生理心理学、産業･組織心理学Ⅰ、産業･組織心理学
Ⅱ、社会・集団・家族心理学Ⅰ、社会・集団・家族心理学Ⅱ、交通心理学、深層心理学、比較心理学、福祉心理学、障害
者・障害児心理学、消費者心理学

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
コ
ー

ス

情
報
社
会
コ
ー

ス

企画・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｺｰｽまたは英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ
または情報社会ｺｰｽのいずれかのｺｰｽから20
単位以上

卒
業
研
究
･
特
別
演
習

(注１) 備考欄に示す各科目区分ごとの所定の単位数をそれぞれ修得しなければならない。

専
 
 
 
 
 
門
 
 
 
 
 
科
 
 
 
 
 
目

応
 
 
 
 
 
用
 
 
 
 
 
科
 
 
 
 
 
目
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２　人間生活学部
 (1)健康栄養学科科目

必修 選択

仏教の人間観 2

人間と宗教 2

仏教の思想 2

必修を含め２単位以上

哲学の世界観 2

生命の倫理 2

日本国憲法 2

文学の世界 2

音楽の世界 2

美術の世界 2

４単位以上

生活と環境Ａ 2

生活と環境Ｂ 2

生活と環境Ｃ 2

生活と環境Ｄ 2

スポーツと健康 2

スポーツＡ 1

スポーツＢ 1

４単位以上

英語Ⅰａ 1

英語Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ 1

英語Ⅱｂ 1

英語Ⅲａ 1

英語Ⅲｂ 1

フランス語入門ａ 1

フランス語入門ｂ 1

ドイツ語入門ａ 1

ドイツ語入門ｂ 1

中国語入門ａ 1

中国語入門ｂ 1

必修を含め４単位以上

情報基礎Ⅰ 2

情報基礎Ⅱ 2

必修を含め２単位以上

基礎演習 2

キャリアデザインⅠ 2

キャリアデザインⅡ 2

必修を含め２単位以上

基礎化学 2

基礎生物学 2

分析化学 2

有機化学 2

生命科学 2

公衆衛生学 2

公衆衛生学実習 1

健康管理概論 2

社会福祉論 2

解剖生理学 2

解剖生理学実験 1

基礎生化学 2

栄養生化学 2

基礎生化学実験 1

栄養生化学実験 1

病理学 2

基
礎
分
野

単位数

人
間
学
関
連
科
目

全
学
共
通

科
目

環
境
・
健
康
生
活
科
目

情
報

科
目

学
部
共
通
科
目

修
学
基

礎
･
キ
ャ

リ
ア
形
成

科
目

外
国
語
科
目

授  業  科  目  名 備        考区 分

専
門
科
目 専

門
基
礎
分
野
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必修 選択

単位数
授  業  科  目  名 備        考区 分

臨床医学概論 2

運動生理学 2

微生物学 2

微生物学実験 1

食品学総論 2

食品機能学 2

食品加工学 2

食品加工実習 1

食品分析実験 1

食品衛生学 2

食品衛生学実験 1

調理学 2

調理学実習 1

応用調理学実習 1

調理科学実験 1

基礎栄養学 2

基礎栄養学実験 1

応用栄養学Ⅰ(成長･発達･加齢､食事摂取基準) 2

応用栄養学Ⅱ(栄養･体力アセスメント) 1

応用栄養学Ⅲ(ライフステージ栄養学) 2

応用栄養学Ⅳ(ライフスタイル･スポーツ栄養学) 2

応用栄養学実習 1

栄養教育論Ⅰ(栄養教育論) 2

栄養教育論Ⅱ(子ども・高齢期栄養教育論) 2

栄養教育論Ⅲ(行動療法･カウンセリング) 1

栄養教育論Ⅳ(健康栄養情報処理演習) 1

栄養教育論実習 1

臨床栄養病理学 1

臨床栄養学Ⅰ(栄養療法) 2

臨床栄養学Ⅱ(栄養アセスメント) 2

臨床栄養学Ⅲ(チーム医療) 2

臨床栄養学Ⅳ(臨床栄養管理) 2

臨床栄養学実習Ⅰ(食事療法) 1

臨床栄養学実習Ⅱ(栄養アセスメント) 1

臨床栄養学実習Ⅲ(臨床栄養管理) 1

公衆栄養学Ⅰ(地域栄養活動) 2

公衆栄養学Ⅱ(栄養疫学) 2

公衆栄養学実習 1

給食経営管理論Ⅰ(給食計画) 2

給食経営管理論Ⅱ(マネジメント) 2

給食経営管理論Ⅲ(食料商品学) 2

給食経営管理論実習 1

栄養総合演習Ⅰ 2

栄養総合演習Ⅱ 2

給食経営管理臨地実習 1

臨床栄養臨地実習 2

公衆栄養臨地実習 1

給食運営実習 1

栄
養
の
基
本

専
門
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
科
目

臨
地
実
習

栄
養
教
育

栄
養
の
実
践

学外

同時
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必修 選択

単位数
授  業  科  目  名 備        考区 分

フィールドワーク演習 2

健康・栄養特別演習Ⅰ 2

健康・栄養特別演習Ⅱ 2

健康・栄養特別演習Ⅲ 2

卒業研究 4

生涯発達心理学 2

分子栄養学 2

国際食糧・栄養情報論 1

食品品質評価演習 2

食文化論 2

学校栄養教育の理論と方法 2

食育指導の理論と方法 2

心と健康 2

卒業要件の単位数

(注1) 備考欄に示す各科目区分ごとの所定の単位数をそれぞれ修得しなければならない。

　(1) 子ども教育学科専門科目のうち以下の科目

学科専門科目　　 102単位以上

学部共通科目　　　26単位以上

関
連
科
目

　　　　　特別支援教育論，子どもの映像文化，子どもと英語教育，児童館論，自然体験

(注2) 学科専門科目102単位のうち10単位については自由選択科目として，以下の科目の履修による単位で置き
　　換えることができる。

合　計　　 128単位以上

専
門
科
目

特
別
演
習
・

卒
業
研
究

同時同時限開学外

同時
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（2）子ども教育学科科目

必修 選択

仏教の人間観 2

人間と宗教 2

仏教の思想 2

必修を含め２単位以上

哲学の世界観 2

生命の倫理 2

日本国憲法 2

文学の世界 2

音楽の世界 2

美術の世界 2

４単位以上

生活と環境Ａ 2

生活と環境Ｂ 2

生活と環境Ｃ 2

生活と環境Ｄ 2

スポーツと健康 2

スポーツＡ 1

スポーツＢ 1

４単位以上

英語Ⅰａ 1

英語Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ 1

英語Ⅱｂ 1

英語Ⅲａ 1

英語Ⅲｂ 1

フランス語入門ａ 1

フランス語入門ｂ 1

ドイツ語入門ａ 1

ドイツ語入門ｂ 1

中国語入門ａ 1

中国語入門ｂ 1

必修を含め４単位以上

情報基礎Ⅰ 2

情報基礎Ⅱ 2

必修を含め２単位以上

基礎演習 2

キャリアデザインⅠ 2

キャリアデザインⅡ 2

必修を含め２単位以上

教職論 2

教育原理 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育経営論 2

道徳教育の理論と方法 2

特別活動及び総合的な学習時間の指導法 2

教育の方法と技術 2

教育課程論Ⅰ 2

教育課程論Ⅱ 2

生徒・進路指導論 2

教育相談 2

社会福祉 2

子ども家庭福祉 2

保育者論 2

保育原理Ⅰ 2

社会的養護Ⅰ 2

発達心理学Ⅰ 2

保育基礎演習 2

基
幹
科
目

専
門
科
目

情
報

科
目

単位数
備        考

学
部
共
通
科
目

区 分 授  業  科  目  名

全
学
共
通

科
目

人
間
学
関
連
科
目

環
境
・
健
康
生
活
科
目

外
国
語
科
目

修
学
基

礎
･
キ
ャ

リ
ア
形
成

科
目

同時限開
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必修 選択

単位数
備        考区 分 授  業  科  目  名

同時限開国語 2

社会 2

算数 2

理科 2

理科総合 2

生活 2

音楽Ⅰ 2

音楽Ⅱ 2

図画工作Ⅰ 2

図画工作Ⅱ 2

家庭 2

体育Ⅰ 2

体育Ⅱ 2

英語 2

国語科教育法 2

社会科教育法 2

算数科教育法 2

理科教育法 2

生活科教育法 2

音楽科教育法 2

図画工作科教育法 2

家庭科教育法 2

体育科教育法 2

英語科教育法 2

基礎ピアノⅠ 1

基礎ピアノⅡ 1

音楽表現Ⅰ 1

音楽表現Ⅱ 1

音楽演習 1

児童福祉援助技術 2

保育原理Ⅱ 2

子ども家庭支援の心理学 2

発達心理学Ⅱ 2

子どもの保健 2

子どもの健康と安全 2

子どもの食と栄養 2

精神保健 2

子ども家庭支援論 2

保育内容総論 2

保育内容指導法(健康) 2

保育内容指導法(人間関係) 2

保育内容指導法(環境) 2

保育内容指導法(言葉) 2

保育内容指導法(表現Ａ) 2

保育内容指導法(表現Ｂ) 2

保育内容指導法(表現Ｃ) 2

保育内容指導法(子どもの文化) 2

乳児保育Ⅰ 2

乳児保育Ⅱ 2

障がい児保育 2

社会的養護Ⅱ 2

子育て支援 2

専
門
科
目

展
開
科
目

各
教
科

各
教
科
指
導
法

保
育
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必修 選択

単位数
備        考区 分 授  業  科  目  名

同時限開保育実践演習 2

教職実践演習(幼・小) 2

保育実習指導Ⅰ 2

保育実習Ⅰａ 2

保育実習Ⅰｂ 2

保育実習指導Ⅱ 1

保育実習Ⅱ 2

保育実習指導Ⅲ 1

保育実習Ⅲ 2

事前・事後指導(幼稚園) 1

教育実習Ⅰ(幼稚園) 1

教育実習Ⅱ(幼稚園) 3

事前・事後指導(小学校) 1

教育実習(小学校) 4

フィールドワーク演習 2

子ども教育特別演習Ⅰ 2

子ども教育特別演習Ⅱ 2

子ども教育特別演習Ⅲ 2

卒業研究 4

保育とソーシャルワーク 2

地域福祉学演習 2

子どもと食育 2

子どもの映像文化 2

子どもの発達臨床 2

子どもと英語教育 2

絵本・児童文学論 2

卒業要件の単位数

(注1) 備考欄に示す各科目区分ごとの所定の単位数をそれぞれ修得しなければならない。

専
門
科
目

実
践
演
習
・
総
合
演
習
・
実
習
科
目

(注2) 学科専門科目102単位のうち10単位については自由選択科目として，以下の科目の履修による単位で置き
　　換えることができる。

　　(1) 健康栄養学科専門科目のうち以下の科目

　　　　　生命科学，食品品質評価演習，食文化論，学校栄養教育の理論と方法，心と健康

　　　　　

学科専門科目　　 102単位以上

合　計　　 128単位以上

特
別
演
習
・

卒
業
研
究

学部共通科目　　　26単位以上

同時学外同時同時限開学外
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別表２(第34条関係)

（1）教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科の指導法

必修 選択

教職論 2

教育原理 2

教育心理学 2

教育経営論 2

特別支援教育論 2

教育課程論 2

英語科教育法Ⅰ 2

英語科教育法Ⅱ 2

英語科教育法Ⅲ 2

英語科教育法Ⅳ 2

道徳教育の理論と方法 2

特別活動及び総合的な学習時間の指導法 2

教育の方法と技術 2

生徒･進路指導論 2

生徒指導論 2

教育相談 2

事前･事後指導 1

事前･事後指導（栄養教諭） 1

教育実習Ⅰ 2

教育実習Ⅱ 2

教育実習（栄養教諭） 1

教職実践演習(中・高) 2

教職実践演習(栄養教諭) 2

単 位 数 合 計 43

(2)児童厚生一級指導員資格に関する科目　  

必修 選択

児童館論 2

児童館活動内容ａ 2

児童館活動内容ｂ 2

児童館実習 2

単 位 数 合 計 8

（3）公認心理師に関する科目

必修 選択

公認心理師の職責 2

心理演習 2

心理実習 3

単位数合計 7

授  業  科  目  名
単位数

備        考

授  業  科  目  名
単位数

備  考

授  業  科  目  名
単位数

備  考
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  別表３(第 45 条関係) 

   検定料，入学料，授業料等の金額 

(単位：円) 

学部・学科 
 
種 別 

人間学部 人間生活学部 
心理学科 

コミュニケーション学科 
健康栄養学科 子ども教育学科 

検 定 料 
30,000 

（15,000） 

30,000 

（15,000） 

30,000 

（15,000） 

入 学 料 250,000 250,000 250,000 

授 業 料 
（ 年 額 ） 

１年次 670,000 770,000 670,000 

２年次 670,000 770,000 670,000 

３年次 670,000 770,000 670,000 

４年次 670,000 770,000 670,000 

教育充実費 
（ 年 額 ） 

１年次 300,000 300,000 300,000 

２年次 300,000 300,000 300,000 

３年次 300,000 300,000 300,000 

４年次 300,000 300,000 300,000 

 

 

備考 

１ 検定料の項中（ ）内の金額は，大学入試センター試験利用の入学試験における検定料の額を示す。 

２ 学長は，別に定めるところにより，この表に掲げる検定料等を減免することができる。 
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変更事項を記載した書類(変更の事由及び変更点を簡潔にまとめたもの) 

 

１．定員変更 

  社会的需要に対応した収容定員とするために、人間学部心理学科の３年次編入学定員

１０名を８名減じ、同学部コミュニケーション学科の３年次編入学定員５名を３名減じ、

人間生活学部健康栄養学科の３年次編入学定員５名を３名減じる収容定員の変更に伴う

学則の変更を行う。 

 

  【令和元年度】            【令和 2 年度】 

学

部 
学 科 

入

学

定

員 

編

入

学

定

員 

収 

容 

定 

員 

 
学

部 
学 科 

入

学

定

員 

編

入

学

定

員 

収 

容 

定 

員 

変更の事由 

人

間

学

部 

心理学科 95 10 400 
 

人

間

学

部 

心理学科 95  2 384 
編入学定員 

変更 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 75 5 310 
 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 75 2 304 
編入学定員 

変更 

人

間

生

活

学

部 

健康栄養学科 75 5 310 → 

人

間

生

活

学

部 

健康栄養学科 75 2 304 
編入学定員 

変更 

子ども教育学科 70 0 280 
 

子ども教育学科 70 0 280 
 

計 315 20 1,300 
 

計 315  6 1,272   

 

２．教育課程の改正 

①人間学部心理学科 

      教育課程の改正に伴う学則の変更はなし。 

②人間学部コミュニケーション学科 

    教育課程の改正に伴う学則の変更はなし。 

  ③人間生活学部健康栄養学科 

   教育課程の改正に伴う学則の変更はなし。 
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仁愛大学学則 新旧対照表 
 

新（令和２年度） 旧（令和元年度） 

第１章 総則 

(目的) 

第１条及び第２条  （略） 

 

(学部，学科及び学生定員) 

第３条 本学において設置する学部，学科及びその学生定員は，次の

とおりとする。 

学部名 学 科 名 入学定員 編入学定員 収容定員 

人間学部 

心理学科 95 名 ３年次２名 384 名 

コミュニケー

ション学科 
75 名 ３年次２名 304 名 

人間生活

学部 

健康栄養学科 75 名 ３年次２名 304 名 

子ども教育 

学科 
70 名  280 名 

２及び３  （略） 

 

第４条～第 60 条  （略） 

 

 

附 則 

１ この学則は，令和２年４月 1日から施行する。 

２ 第３条第１項の編入学定員の規定は，令和２年度から適用する。 

３ 令和２年度における人間学部心理学科の収容定員は，第３条第１

項の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 令和２年度 

人間学部 心理学科 392 名 

４ 令和２年度における人間学部コミュニケーション学科の収容定

員は，第３条第１項の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 令和２年度 

人間学部 
コミュニケーシ

ョン学科 
307 名 

５ 令和２年度における人間生活学部健康栄養学科の収容定員は，第

３条第１項の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

学部 学科 令和２年度 

人間生活学部 健康栄養学科 307 名 

 

 

 

第１章 総則 

(目的) 

第１条及び第２条  （略） 

 

(学部，学科及び学生定員) 

第３条 本学において設置する学部，学科及びその学生定員は，次の

とおりとする。 

学部名 学 科 名 入学定員 編入学定員 収容定員 

人間学部 

心理学科 95 名 ３年次10名 400 名 

コミュニケー

ション学科 
75 名 ３年次５名 310 名 

人間生活

学部 

健康栄養学科 75 名 ３年次５名 310 名 

子ども教育 

学科 
70 名  280 名 

２及び３  （略） 

 

第４条～第 60 条  （略） 
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